FM要領

様式　6　森林管理認証審査申請書
（2026年4月7日改定）
　　年　　月　　日
（一社）日本森林技術協会
理事長　□□　□□　殿
（SGEC認証業務　包括的管理責任者）
依頼者名

代表者名　　　　　　㊞
住所
森林管理認証審査申請書
森林認証の審査を受けたいので、下記のとおり申請書チェックリスト等資料を添えて、申請します。
記
1　申請内容
	項目
	内容

	1)　申請者の氏名又は名称及び住所又は所在地
	

	（ア）氏名又は名称
	（グループ認証の場合は、グループ主体を記載。）

	　　　　　　（英語表記）
	

	（イ）住所又は所在地
	（グループ認証の場合は、グループ主体分を記載。）
〒　　　-　　　　

	（英語表記）
	

	（ウ）加盟者
	（グループ認証の場合には、（ア）、（イ）について英語表記も含め全員分を記載）

	2)　認証を行おうとする区域及び森林構成等
	

	（ア）区域及び面積
	（市町村毎の合計を記載）

	（イ）森林構成等
	

	・森林構成： 
	（人工林、天然林、原生林、その他別の面積）

	　　　・製品の種類： 
	（森林・立木・丸太・その他森林生産物・森林サービス）※左記から選択

	（ウ）認証の種類
	（個別認証　グループ認証）※左記から選択

	3)　連絡先等
	

	（ア）責任者名
	（認証業務の責任者名を記載。）

	（イ）担当者名
	（連絡担当者名を記載。）

	（ウ）電話・FAX番号
	TEL　00-0000-0000
FAX　00-0000-0000

	（エ）メールアドレス
	　　　　@　　　　

	（オ）他の認証取得
	（JIS規格など規格名と認証番号（ISO 14001等含む））

	4)　適用規格
	SGEC規準文書3:2025「SGEC持続可能な森林管理‐要求事項」、
SGEC規準文書3-1:2021「SGECグループ森林管理‐要求事項」、
SGEC規準文書6:2021 「SGEC商標使用規則‐要求事項」

SGEC規準文書6-1:2021 「SGEC/PEFCジャパンによるSGEC商標使用ライセンスの発行
PEFC ST 2001：「PEFC商標使用規則‐要求事項」

SGEC規準文書6-2:2021 「SGEC/PEFCジャパンによるPEFC商標使用ライセンスの発行

	5)　認証期間
	初回（更新の場合、第1期：20XX年X月X日～20XX年X月X日）
※以前に認証を取得していた場合は、認証番号、期間を記載


2　会社概要
設立年、事業内容、資本金、社員数、組織図、認証範囲の位置付け
3　森林管理の実施状況
※データは、次ページの「申請書の添付資料」にまとめる。
3.1　森林管理計画等（該当するものに○印を付す。）
・森林経営計画　　　　　　
（計画対象面積率　　％）
・個別の森林管理計画

（計画対象面積率　　％）

1)　主伐及び間伐（面積、伐採量を計画・実績対比して）

2)　植栽、保育（下刈り、除伐、枝打ち、保育間伐等）及び天然林施業（面積を計画・実績対比して）

3)　収穫量算定の考え方（考え方の基本について記述。）

年間伐採量（近年の実績について記載。）

　4)　森林施業の内容
　（ア）施業（作業）マニュアル類
　（イ）主な集材方法と自然環境への配慮事項（具体的に記述。）
　（ウ）路網の状況と開設予定（今後5年間）
（エ）薬剤の使用（近年の品目別使用実績を記載。）
5)　管理体制

3.2　森林資源現況
　1)　人天別、樹種別、林相別、齢級別の面積・蓄積
　2)　森林タイプ別面積（保護林など含め、森林の生態的な特徴）
4　実行管理・モニタリング

4.1　実績の記録状況（記録している項目と概要を記載。）

4.2　モニタリングの概要（実施している項目と概要を記載。）
5　申請書チェックリスト（様式については、ご請求ください。）
6　審査実施についての同意事項
　審査開始又は認証決定以降における事項は、日林協との合意書に従う。
以上

申請書の添付資料　森林資源現況のデータ
管理森林の資源現況は森林面積で●●ha、うち人工林は●●haで人工林率は●●％に達する。

表1　管理森林一覧表
	No.
	名称（山林名）
	所在地
	面積（ha）

	1
	●●山林
	●●県●●市●●999-1　外
	999.99 

	2
	●●山林
	●●県●●市●●999-2　外
	999.99 

	3
	●●山林
	●●県●●市●●999-3　外
	999.99 

	4
	●●山林
	●●県●●市●●999-4　外
	

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	合計
	　
	999.99 


表2　資源現況   ※樹種名などは適宜変更 　
	樹種等
	人工林
	天然林
	その他
	合計

	
	スギ
	ヒノキ
	計
	アカマツ
	広葉樹
	計
	
	

	面積(ha)
	
	
	
	
	
	
	
	

	割合(％)
	
	
	
	
	
	
	
	


注)原生林がある場合には、別途欄を設けて記載する。
表3　樹種別齢級別面積（人工林、天然林、合計別）　※樹種名・齢級の取り方は適宜変更
	齢級
	面 積(ha)
	構 成 比(%)

	
	トドマツ
	カラマツ
	計
	

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	

	6
	
	
	
	

	7
	
	
	
	

	8
	
	
	
	

	9
	
	
	
	

	10
	
	
	
	

	11
	
	
	
	

	12
	
	
	
	

	13
	
	
	
	

	14
	
	
	
	

	15
	
	
	
	

	16
	
	
	
	

	17上
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	


注)原生林がある場合には、別途欄を設けて記載する。
森林計画など

管理森林の森林計画は以下のとおりである。
○「地域森林計画」 （計画期間：　　年　年　日から　　年　月　日）

○「●●町森林整備計画」（計画期間：　　年　月　日から　　年　月　日）

○「森林経営計画」　認定番号　28－●●●●　認定者：●●町　計画面積：●●ha
　　認定面積率：　●●%
※複数ある場合は、一覧表に整理する。
※独自の森林管理計画がある場合は、対象範囲・期間ともに記載。

機能類型別面積　
表4　森林の内容（人天別面積、森林タイプ別面積等森林）　

	林相等
	機能類型区分（ha）
	合計(ha)

	
	水源涵養
	山地災害防止/土壌保全
	快適環境
	保健文化
	木材生産
	

	人工林
	
	
	
	
	
	

	天然林
	
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


注)原生林がある場合には、別途欄を設けて記載する。
法令指定の状況
①　保安林など

なお土砂流出防備保安林の指定施業要件についてみると皆伐面積の限度は●●ha以下、間伐限度は材積率●●％以下である。

表5　保安林の指定状況

	保安林種
	面積（ha）
	割合（%）

	土砂流出防備保安林
	
	

	保健保安林
	
	

	・・・
	
	

	保安林実面積計（A）
	
	

	対象森林全体(B)
	
	

	比率(A/B)
	
	


②　自然公園など

管理森林の一部は昭和○年○月○日に●●国立公園特別地域に指定されている。
表6　自然公園の指定状況　※区分は適宜変更
　　　　　　　　　　　　　 (ha)

	自然公園名
	特別保護地区
	第1種
特別地域
	第2種
特別地域
	第3種
特別地域
	普通地域
	合計

	●●●●国立公園
	
	
	
	
	
	

	●●●●国定公園
	
	
	
	
	
	


路網の整備状況

●●県の林道密度（簡易林道などを含む。）●m/haに比較して、管理森林は●m/haと高い密度となっている。

表7　路網の状況　　　　

	A: 面積(ha)
	

	B: 林道総延長(m)
	

	C:作業路総延長(m)
	

	D:公道延長(m)
	

	E:路網延長合計（B+C+D）
	

	路網密度　E / A
	


森林施業の実施状況
表8　施業の実施状況　
	区分
	年度
	年度
	年度
	年度
	年度
	合計

	主伐(ha)
	
	
	
	
	
	

	利用間伐(ha)
	
	
	
	
	
	

	主間伐合計
(ha)
	
	
	
	
	
	

	素材生産量(㎥)
	
	
	
	
	
	

	植栽(ha)
	
	
	
	
	
	

	下刈(ha)
	
	
	
	
	
	

	除伐(ha)
	
	
	
	
	
	

	枝打ち(ha)
	
	
	
	
	
	

	保育間伐(ha)
	
	
	
	
	
	

	その他保育(ha)
	
	
	
	
	
	

	天然林施業(ha)
	
	
	
	
	
	

	林業専用道(m)
	
	
	
	
	
	

	作業道(m)
	
	
	
	
	
	


※　①主伐は、必要に応じ、皆伐、択伐に区分する。
②その他保育を記載する場合は、その内容を記載する。
表9　計画対実績表

	　
年　度
　
　
	事  項
	伐採面積及び材積
	更新面積（ha）
	 保育面積（ha）

	
	
	主伐
	間伐
	合計
	
	

	
	
	面積
（ha）
	材積（m3）
	面積
（ha）
	材積（m3）
	面積
（ha）
	材積（m3）
	
	

	
	計画量(A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	　
	　

	20XX年度
	実績量(B)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	　
	　

	　
	差異(B-A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0.00 

	　
	対比 B/A (%)
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	計画量(A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	　
	　

	20XX年度
	実績量(B)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	　
	　

	　
	差異(B-A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0.00 

	　
	対比 B/A (%)
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	計画量(A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	　
	　

	20XX年度
	実績量(B)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	　
	　

	　
	差異(B-A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0.00 

	　
	対比 B/A (%)
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	計画量(A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	　
	　

	20XX年度
	実績量(B)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	　
	　

	　
	差異(B-A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0.00 

	　
	対比 B/A (%)
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	計画量(A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0.00 

	20XX年度
	実績量(B)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0.00 

	　
	差異(B-A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0.00 

	　
	対比 B/A (%)
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　合　計
	計画量(A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0.00 

	　
	実績量(B)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0.00 

	　
	差異(B-A)
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0 
	0.00 
	0.00 

	　
	対比 B/A (%)
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


※①伐採材積は立木材積／素材材積とする。（該当するものに〇印を付す。）
　②間伐は、利用間伐とする。保育（切捨）間伐面積は、保育面積に含める。
　③更新面積は、植栽面積とする。
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